
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

西部地区社協だより 

回覧 第３０５号 ２０２４年８月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

安
城
西
中
学
校
美
術
部 

 

大
橋 

ら
い
か 

さ
ん 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

子ども達の体験の場を作っています！ 

 市内里町にある畑の一角で 6 月 8 日（土）

に子どもとその家族を対象にした「玉ねぎ収

穫体験」が開催されました。この体験の主催

者は箕輪町で子ども食堂を運営する大島さ

ん。大島さんは箕輪町の公民館で月に 1 度、

子ども食堂を開催しており、その活動の中で

畑の所有者である里町の柴田さんと知り合

い、今回の体験が実現しました。 

 当日は子どもを含む 1５名が参加し、200

個ほどの玉ねぎを一つひとつ地面から抜い

て収穫していました。子ども達は、自分の手

よりも大きな玉ねぎを両手いっぱいに持ち、

籠に入れ貴重な収穫体験をしました。 

 主催した大島さんは、「子ども食堂の活動

からこういった取組みに繋げることができ

た。地域の人の協力を得ながら子ども達に

様々な体験の場を提供していきたい。」と話

していました。畑を貸していただいた柴田

さんは「子ども食堂の活動を聞き、自分に

も協力できることがあると思った。子ども

達が農業に興味を持ってもらえたら嬉し

い。」と話していました。 

 今後はこの畑の一角を借り、種まきから

収穫までを体験できるような取り組みを実

施していく予定とのことです。 

⇦親子で一緒に収
穫しています。 

⇧両手いっぱいにた
くさんとれたよ！ 

▲大量の玉ねぎと一緒に記念撮影！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二本木連合福祉委員会 春のふれあいサロン（ものづくり） 

福釜町内会 たすけあいカーの試走が行われました！ 

西部福祉センターにひまわりが咲きました。 

  福釜町で６月１１日（火）に地域住民によるお買い物支援「たすけあいカー」の試走が行

われました。この取り組みは、昨年福釜町で立ち上がった地域交通について検討する会であ

る福釜町コミュニティ交通検討会の活動の一環として実施されました。ボランティアドライ

バー３名が、それぞれ２名から３名の地域の方々を乗せ、ピアゴ福釜店まで送迎を行いまし

た。 

▲弓作り体験 ▲お手玉作り体験 ▲綿あめ作り体験 

▲「福釜町たすけあいカー」
のステッカーを取り付け 

▲お店で服を選んでいます ▲買い物後にアイスで休憩 

 6 月 9 日（日）に二本木地区コミュニティセンターで春のふれあいサロン（ものづくり）

が開催されました。お手玉や輪ゴム鉄砲など様々な物づくりを体験できるブースが合計１

３個用意されていました。それぞれの体験ブースに用意されたスタンプを集めることで、

最後に景品を貰うことができました。子どもから高齢者まで多くの人が参加し、地域の方

から教わりながら、楽しく体験されていました。参加した子どもからは「初めての体験がで

きて楽しかった」といった声が聞かれました。 

今年も、民生委員の三宅さんからい

ただいた向日葵が咲きました。 

なぜかはわかりませんが、昨年より

は姿形も花も大きくなりました。写真

のような力強いひまわりを、西部福祉

センターに見に来てください。 

なお、種から育てた向日葵はとって

も小さいです。（写真右） 

⇒写真はすべて令和６年 6 月２６日に撮影したものです。 

⇒見ていただければわかりますが、ちょっと変わった向日

葵（たぶん黒いひまわりと呼ばれているもの）です。 

館長の一言 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


